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第５２４回（定例）福崎町議会会議録

令和８年３月２５日（水）

午前９時３０分 開 議

○令和８年３月２５日、第５２４回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。

○出席議員 １４名

１番 中 田 貴 子 ８番 田 中 康 智

２番 牛 尾 成 利 ９番 住 谷 庸 子

３番 牛 尾 雅 一 １０番 北 山 智 恵

４番 大 住 文 子 １１番 前 川 裕 量

５番 三 輪 一 朝 １２番 城 谷 英 之

６番 𠮷 高 平 記 １３番 植 岡 茂 和

７番 小 林 博 １４番 竹 本 繁 夫

○欠席議員（な し）

○事務局より出席した職員

事 務 局 長 澤 田 和 也 主 事 阿 保 佑 夏

○説明のため出席した職員

町 長 尾 﨑 吉 晴 副 町 長 近 藤 博 之

教 育 長 髙 橋 渉 公 営 企 業 管 理 者 福 永 聡

技 監 津 田 知 宏 町参事兼総務課長 岩 木 秀 人

企 画 財 政 課 長 蔭 谷 秀 樹 税 務 課 長 岡 本 昌 文

地 域 振 興 課 長 成 田 邦 造 住 民 生 活 課 長 山 本 克 典

福 祉 課 長 小 幡 伸 一 ほ け ん 年 金 課 長 西 村 由紀子

農 林 振 興 課 長 山 下 勝 功 ま ち づ く り 課 長 増 山 剛

上 下 水 道 課 長 橋 本 繁 樹 会 計 管 理 者 福 永 知 美

学 校 教 育 課 長 吉 髙 美 鈴 社 会 教 育 課 長 木ノ本 雅 佳

○議事日程

第 １ 総括質疑

第 ２ 委員長報告・質疑

第 ３ 開会中の所管事務調査報告

第 ４ 討論・採決

追加日程 追加議案の上程、討論・採決

追加日程 行政改革調査特別委員会の廃止について

第 ５ 閉会中の継続調査申出

○本日の会議に付した事件

第 １ 総括質疑

第 ２ 委員長報告・質疑

第 ３ 開会中の所管事務調査報告

第 ４ 討論・採決

追加日程 追加議案の上程、討論・採決
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追加日程 行政改革調査特別委員会の廃止について

第 ５ 閉会中の継続調査申出

開 議

議 長 皆さん、おはようございます。

ただいまから本日の会議を開きます。

ただいまの出席議員数は１４名でございます。

定足数に達しております。

それでは、これより本日の日程に入ります。

本日の日程は、配付しております議事日程に記載のとおりであります。

日程第１ 総括質疑

議 長 日程第１は、総括質疑であります。

それでは、総括質疑に入ります。

質疑をされる際は、議案番号及び関係する資料名、ページ数等をお示しの上、

質疑をしていただきますようお願いいたします。

質疑はありませんか。

７ 番 予算でも最近はふるさと募金とか企業版の問題でありますとか注視をされるよ

うになってきております。企業に対しても、最近はですね、町幹部、町長やら、

あるいは町特別職等がですね、寄附のお願いに回られるというようなこともあり、

新聞にもその寄附を受けた記事が掲載をされるようになりました。

そこで、昨日の一般質問との終わりのところとの関係もあるんですが、環境行

政を長年にわたって進めてきたところであります。こういう状況の中で、企業に

寄附をずっと受けていくという状況の中、要請をし、寄附を受けていくというそ

ういう状況の中でですね、こういう要望書が出てき、それを検討課題にするとい

う町長の姿勢ですね。これは企業に対する忖度が働いておるのか、あるいは条件

として出されてきておるのか。長年培ってきた福崎町の環境行政をお金で売り渡

しておるのかと、そんな感じを持つんでありますが、その点いかがですか。

町 長 私はそのように取られるとはゆめゆめ思っておりませんでした。

７ 番 甘いです。

町 長 私は企業に回らせていただいたんは、企業のですね、今の経済活動の状況をお

聞きしたい。それからですね。企業版ふるさと納税という、こういう仕組みがで

きているということをですね、お知らせをしてですね、もし社会貢献ということ

でそういうご寄附をしていただくんであればありがたいということで、何も強制

をするつもりで行っておりませんので、ふるさと納税のまずこういう仕組みがあ

るんだというご紹介をさせていただいて、その上で、ああ、そう、こんなんある

んやったら協力しようという方に、企業に協力をいただいたということでござい

ます。ですので、今議員がおっしゃったようなことにはあたらないというふうに

思っております。

議 長 ほかに質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、総括質疑を終結いたします。
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日程第２ 委員長報告・質疑

議 長 次の日程は、委員長報告及びこれに対する質疑であります。

３月５日の本会議２日目において、議案２９件が委員会に付託され、慎重審査

がなされて、議長宛てに審査報告書が提出されております。委員会からその審査

報告をしていただき、その後、委員長報告に対する質疑を受けてまいります。

まず、予算審査特別委員会の審査報告を求めます。

予算審査特別委員会、植岡委員長。

植岡予算審査 予算審査特別委員会から報告いたします。

特 別 委 員 長 当委員会は３月５日の本会議において設置され、互選により私、植岡が委員

長に、副委員長に住谷庸子議員が選出され、付託された議案第２７号から議案第

３３号までの計７議案について、慎重に審査を行いました。

審査結果は、配付の報告書のとおりですが、委員会は、現地視察を含め、３月

６日、９日及び１１日の３日間開催し、令和８年度一般会計予算のほか、特別会

計、企業会計の予算について審査をし、いずれも原案のとおり可決すべきものと

決定しました。

以下、審査の際に出された主な質疑を報告して、補足説明とさせていただきま

す。

歳入では、「ＬＩＮＥアカウント連携システムの導入について、その詳しい内

容は」との質疑があり、「福崎町の公式ＬＩＮＥにより町民へ行政情報、防災情

報を発信する。また、職員専用機能を活用し、職員の防災訓練、参集訓練の実施

も考えている」との答弁がありました。

「令和８年度導入予定の「ペイジー口座振替受付サービス」はどういったもの

か」との質疑があり、「役場窓口において、システム機器に金融機関のキャッシ

ュカードを差し込んで暗証番号を入れることによって、簡単に口座振替の手続が

できるものである」との答弁がありました。

「行政改革実施計画では、令和８年度にネーミングライツの導入が予定されて

いたが、当初予算に計上されていないのはなぜか」との質疑があり、「金額や対

象施設などの制度設計がまだできていないため、決まり次第、補正予算にて計上

させていただく」との答弁がありました。

「行政改革調査特別委員会の中でも使用料・手数料の見直しを行うという話が

あったが、見直しの方針は」との質疑があり、「町の有料施設については、受益

者負担の適正化に向けて使用料等の見直しを行う。また、無料施設についても、

有料化に向けた検討を行っていく」「ただし、全ての負担を利用者に求めるとい

う考えはしていない」との答弁がありました。

歳出です。

総務費では、「令和８年度中に役場の電話番号がダイヤルインになるというこ

とだが、各課の番号はどのように周知するのか」との質疑があり、「番号が決ま

り次第、広報紙やホームページで周知を行う。また、現在の番号は総務課が受け

持つという形で対応する」との答弁がありました。

「地方公共団体の基幹業務システムの統一・標準化の進捗状況は」との質疑が

あり、「システムベンダーの作業が遅れていることで、標準準拠システムへの移

行にも遅れが生じているが、基幹系システム１８業務のうち３業務については令

和７年度中に移行予定。残り１５業務については、令和９年度中の完全移行を目

指している」との答弁がありました。

「監査委員報酬が職責の重さに比べて少ないと思うが」との質疑があり、「年
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額で代表監査委員が３０万４，０００円。平成２６年度に引上げをしているが、

他市町に比べて安いほうだという認識はある。行革の関係もあり、今のところ引

上げは考えていない」との答弁がありました。

民生費では、「ひきこもりサポート事業業務委託料が１００万円増となってい

る理由は」との質疑があり、「相談件数が増えてきており、新たに相談機関を１

か所増やして、きめ細かく対応するため」との答弁がありました。

「社会参加促進事業助成金について、基金がなくなった後の財源は」との質疑

があり、「障がいのある方の移動支援のため、タクシー券の支給やガソリン代を

助成する制度である。これまでは福祉基金を充当していたが、基金がなくなり、

今はふるさと応援基金を充当している」との答弁がありました。

「在宅高齢者介護手当の月１万円支給は、物価高騰等で値上げは考えられなか

ったのか」との質疑があり、「在宅介護の負担を少しでも軽くする趣旨であるが、

昨今の町財政事情もあり、考えていない」との答弁がありました。

衛生費では、「子宮頸がんの検診方法はどうなったのか」との質疑があり、

「３０から６０歳まではＨＰＶ検査単独法、２０歳代と６１歳以上はこれまでど

おり細胞診を予定している」との答弁がありました。

「住宅用太陽光発電設備導入補助金について、１件当たりの助成額は」との質

疑があり、「太陽光発電設備と蓄電池をセットで新規設置される方が対象となる。

太陽光発電設備が１キロワット当たり７万円、蓄電池は１キロワット当たり４万

７，０００円。どちらも上限が５キロワットなので、１件当たりの助成額の上限

は、合わせて５８万５，０００円となる」との答弁がありました。

農林水産業費では「中山間直接支払交付金が１５０万以上増えているが、面積

が増えたのか」との質疑があり、「加治谷地区が追加された」との答弁がありま

した。

「春日ふれあい会館などの利用状況とＰＲは」との質疑があり、「７年度末で、

会館は４８件、キャンプ場は１２１件、テニスコートは５７件、グラウンドは２

６９件の見込み。ＰＲは町広報でしている」との答弁がありました。

「林業振興費の一般備品購入費８４０万円の内容は」との質疑があり、「イベ

ントに使用している机が非常に劣化しており、県内産の木材を活用した机を２５

０台購入予定。森林環境譲与税で１００％購入できる」との答弁がありました。

「森林環境譲与税積立金の事業、目的は」との質疑があり、「森林環境譲与税

で使えるのは、間伐などの森林整備に関する施設や人材育成、担い手の確保など

森林の整備の促進に関する施策に充てることができる」との答弁がありました。

商工費では、「創業支援補助金は、具体的にどういう方がいるのか。相談とか

はあるのか」との質疑があり、「上限１００万円の補助で、町内で新しく創業さ

れる方で、リフォーム代や備品購入代などに充てられ、令和７年度は３件あった。

令和８年度も同じ件数で３件分３００万円を置いている。現段階では相談は聞い

ていない」との答弁がありました。

「観光用施設等整備工事費と観光用看板設置工事費はどういった計画をされて

いるのか」との質疑があり、「観光用施設等整備工事費は、駒ヶ岩周辺整備と七

種山環境整備で手すりの改修。観光用看板設置工事費は、駅前広場に大型観光用

看板を造る予定」との答弁がありました。

土木費では、「樹木伐採委託料について、どれくらいの対象を考えているのか」

との質疑があり、「交通広場の出口のところで、左方向が樹木で見えにくいとい

う苦情や改善要望があり、低木を伐採した後、芝生化する」との答弁がありまし

た。
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「橋梁点検は非常に対象が多く、何年周期で回すというような目標に従って予

算組みされているのか」との質疑があり、「全体で２０９橋あり、５年に１回、

法定点検する形でサイクルしている」との答弁がありました。

消防費では、「感震ブレーカー設置助成金は、駅前の一部となっているが、周

知はどのようにされる予定か」との質疑があり、「対象地域にチラシを配布しよ

うと思っている」との答弁がありました。

「被災者生活再建支援システム管理運営協議会負担金とは」との質疑があり、

「発災後における家屋被害認定調査等システムの整備、運用を行う協議会への負

担金で、兵庫県と県下４１市町で協議会を組織し、同じシステムを導入すること

により経費の削減を図る」との答弁がありました。

教育費では、「各種大会参加補助金５００万は、どの範囲までを対象にしてい

るのか。増額をしているが人数が増えるということか」との質疑があり、「出場

する児童生徒の分のみで、増額の主な要因はバス代の高騰」との答弁がありまし

た。

「学習支援ソフト等使用料が８４万９，０００円増えているのは」との質疑が

あり、「これまでどおりの学習支援ソフトに加え、ＣＢＴ化といってコンピュー

ターを使って全国学力・学習状況調査を進めていくための対策で、ＣＢＴ支援ソ

フトの導入を予定している」との答弁がありました。

「公共施設予約システムの構図の意図や目的と、どの施設を対象としているの

か」との質疑があり、「行政手続のデジタル化の一環として、いつでもどこから

でも公共施設の予約ができるシステムを導入し、住民の利便性の向上を図ること

を目的としている。社会教育関係施設の各部屋の予約、春日ふれあい会館やキャ

ンプ場、河川公園などの公園の施設予約も対応したいと考えている」との答弁が

ありました。

公債費では、「金利がかなり上がってくると思うが、負担額の増とか考慮され

ているのか。金利上昇が行革の収支に影響が出てくるのか」との質疑があり、

「予算では金利の上昇により利息は増加しているが、元金が減少しており、金利

上昇の影響は顕著ではない。ただし、今後多額の町債借入れを予定しており、金

利上昇により元利償還額の増加が予想される。今後、行政改革の収支見通しの見

直しが必要と考えている」との答弁がありました。

「長期債元金９億４，０１０万のうち、交付税算入分は」との質疑があり、

「元金と利息を合わせた額に対して交付税算入が５億３，６００万、率にして５

７％が交付税算入分となっている」との答弁がありました。

国民健康保険事業では、「まだ申告途上であるが、今の申告の状況を見て国保

税の影響をどのように想定しておられるのか」との質疑があり、「住民税につい

ては、申告の状況を見ていると名目賃金は上がり続けているので、令和８年度も

増額の予算を立てた。ただ、国民年金が物価の上昇に比例して伸びているため、

国保税における総所得のベースも上がってくるのではないかと考えている」との

答弁がありました。

「福崎町が県下統一された同一所得、同一保険料となるのは令和何年度を見込

まれているのか」との質疑があり、「今のところ明確に結論が出ているわけでは

ないが、遅くとも１２年度からは県下合わせるということになっている。基金の

状況などを見ながら、どのタイミングで合わせていくのがいいのかを判断してい

く」との答弁がありました。

介護保険事業では、「ＧＰＳ利用支援サービスとは、認知症の方を対象とした

ものか。現在の利用人数は」との質疑があり、「認知症の方へそういった機器の
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貸出しを行う制度である。現在、１名か２名が利用されている」との答弁があり

ました。

「成年後見人報償費について、現在、何名が成年後見をされているのか」との

質疑があり、「令和７年度は４件。８年度は５件を見込んでいる」との答弁があ

りました。

水道事業では、「建設改良事業について、補助金や有利な起債が計上されてい

ないが、当初予算では全く見込めないのか、それとも可能性がないのか」との質

疑があり、「令和８年度は、令和７年度にいただいた補助金を使った繰越工事を

進める予定であるため、新たな補助金の収入は予定していない」との答弁があり

ました。

「今後給水量が減ってくると収入も減る。将来的に水道事業をどのように見込

んでいるのか」との質疑があり、「給水量が減って収益も減り、増加は見込めな

い状況で、財政計画も赤字になる見込みを組んでいる。一定程度資金を持ってお

り、それを活用しながら経営を進めていきたいと考えるが、また料金改定につな

がっていくのではないかと考えている」との答弁がありました。

工業用水道事業では、「七種川水管橋更新工事について、補助金の見通しはど

うか」との質疑があり、「先日、１，４２０万の内示をいただきました。直近の

内示だったため当初予算には反映できなかったので、６月定例会での補正を予定

している」との答弁がありました。

下水道事業では、「行政改革調査特別委員会の中で、一般会計からの繰入金を

減らすという話があったが、その効果額は」との質疑があり、「基準内繰出金は、

２名分の人件費の減、さらに内部留保資金の調整による減により、一般会計から

の繰入金は総額で５，１９０万円の減少となっている」との答弁がありました。

「貸借対照表の項目に建設仮勘定がないのはなぜか」との質疑があり、「下水

道事業の工事では、工事が完了したらそのまま固定資産のほうに登録するため、

建設仮勘定には上がってこない」との答弁がありました。

現地視察については、神崎郡ごみ処理施設建設工事を視察してきました。

これらの審査を経て、冒頭に述べたとおり、採決の結果、各議案とも可決すべ

きものと決定いたしました。

以上をもちまして、予算審査特別委員会の報告といたします。

議 長 予算審査特別委員長からの報告が終わりました。

委員長に対する質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、予算審査特別委員長報告に対する質疑を終結します。

次、総務文教常任委員会からの審査報告を求めます。

総務文教常任委員会、𠮷高委員長。

𠮷高総務文教 皆さん、おはようございます。

常 任 委 員 長 総務文教常任委員会に付託されました議案の審査について報告します。

委員会を３月１２日に開催し、付託されました議案８件について、慎重に審査

を行いました。

審査の結果につきましては、配付の資料のとおり、８議案ともに原案のとおり

可決すべきものとしたことをご報告申し上げます。

これより補足説明いたします。

議案第７号、福崎町議会議員及び福崎町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の一部を改正する条例についてです。

委員から「改正金額はどこの市町も同様か」との質疑があり、総務課長から
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「国で令和７年６月４日から施行され、それ以降、各市町がそれぞれ県、市、

町などの選挙のタイミングに合わせて、条例を改正している」との答弁があり

ました。

議案第８号、福崎町職員定数条例の一部を改正する条例についてです。

総務課長からは、条例の改正では、選挙管理委員会、公平委員会は共に兼務す

ることになり、今回の改正による職員数の増減はありません。いざというとき

のために事前に辞令を出し、意識づけをスムーズにして、ふだんから共有して

いくための改善ですとのことでした。

議案第９号、福崎町公営企業管理者の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例

についてです。

委員から「基本的には町長が行うということですが、実務は各上下水道課長な

り現場なりの負担となってその仕事量というものは増えないのか。また、人員

でもカバーしようとしているのか」との質疑があり、副町長から「対外的なこ

とは町長の権限ですが、ある程度のところは課長が行きます。課長補佐もフォ

ローしながら一緒にやっていくということになります」との答弁がありました。

また、尾﨑町長からは「人事面での配慮はしようと考えています」とのことで

した。

次、議案第１０号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例についてです。

委員から「行財政のことも考えて、しっかりと仕事をして、満額になるように

戻してもらいたい。令和７年度だけでなく、令和８年度も減額というのは納得

しにくい。行政改革については、身を切る改革だけでなく、実のなる改革へと

推し進めてもらいたい。もっと前を目指した考え方であるべきでは」との趣旨

の質疑がありました。町長から「今年も引き続いてというところは、やはり令

和８年度が行政改革初年度ということで、この行政改革をやっていくんだとい

う経営者としての責任の思いからです」との答弁がありました。

議案第１１号、福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

についてです。

委員から「今回の改正で交通費がどれぐらい上がるのか」との質疑があり、総

務課長の答弁は「職員、会計年度任用職員を含めて全体で対象者が１８９人で

す。月額では５万１，１００円の上昇」とのことでした。

次、議案第１８号、福崎町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め

る条例の制定についてです。

委員から「誰でもとなっているが、制約はあるのか」との質疑に対して、学校

教育課長の答弁は「特定乳児とはゼロ歳６か月から満３歳までの３歳未満で保

育所等に通っていない子どもで、住民票のある市町で認定する」とのことでし

た。

次に、議案第１９号、福崎町立認定こども園設置条例の一部を改正する条例に

ついては、特に質疑はありませんでした。

議案第２０号、令和７年度福崎町一般会計補正予算（第７号）についてでは、

委員から「デジタル基盤改革支援補助金が減額になっているが、これは今年度

できなかったから来年度に延ばして、そこで助成金をもらうのか」との質疑が

あり、企画財政課の係長から「これはシステム標準化に関わる補助金で、標準

化の進捗が遅れているためで、遅れた分は、８年度、９年度と対応します。補

助金はその都度ついてきます」との答弁がありました。

以上で、総務文教常任委員会に付託されました議案の審査についての報告を終
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わります。

議 長 総務文教常任委員長からの報告が終わりました。

委員長に対する質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、総務文教常任委員長報告に対する質疑を終結します。

次、民生まちづくり常任委員会の審査報告を求めます。

民生まちづくり常任委員会、三輪委員長。

三輪民生まちづくり 民生まちづくり常任委員会から、審査報告をさせていただきます。

常 任 委 員 長 民生まちづくり常任委員会は３月１３日に開催し、付託されました１４の議

案について、審議いたしました。

内容については審査報告のとおりですが、要旨を紹介させていただき、報告と

させていただきます。

まず、議案第６号、福崎町もちむぎのやかたの指定管理者の指定についてです。

現在の指定管理者である（株）もちむぎ食品センターについて、令和８年４月

１日から令和１３年３月３１日までの５年間を指定管理者とするものです。

同社は、福崎町の公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第５条

に定められている「公募によらない指定管理者の候補者の選定等の選定基準」

に該当するとし、選定しようとするものです。

委員から新たな指定管理期間の収支改善策に係る質疑があり、「令和８年４月

から５年間の収支改善では、売上げを毎年６５万円以上増加させるとともに、

代表取締役報酬の見直し、従業員の減員、外部への支払い手数料の減少などの

施策を講じるが、今後も人件費の上昇及び物価高騰が継続するなど、厳しい経

営状況が見込まれるとして、新たに毎年３００万円の指定管理料としたい」と

の説明がございました。

次、議案第１２号、福崎町環境保全基金条例を廃止する条例についてです。

内容は、平成２２年に財団法人兵庫県環境クリエイトセンターが、新たな公社

に改変されたことから、本町は同センターから残余財産である２，５００万円

の分配を受け、全額基金としていたものです。

このたび、建設中の神崎郡新ごみ処理施設に、基金金額となる２，５００万円

を取り崩し、基金残高がなくなることから基金条例を廃止するものです。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第１３号、福崎町消防団条例の一部を改正する条例についてです。

内容は、消防組織法では、消防団の組織、消防団の階級、訓練等に関する内容

は、市町村の規則で定めることとなっていることから、本町では、規則で定め

る事項を、現行の消防団条例から分離させ、新たに消防団規則を制定するもの

です。

あわせて、消防団員の処遇改善のため、一部の階級の団員に係る年額報酬を引

き上げるものです。

委員から「規則の制定に係るメリットは何か」との質疑があり、「本町に設定

している「支部」の編成など、柔軟に規則委任できることとなると考えられる」

との答弁がございました。

次、議案第１４号、福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例についてで

す。

本議案は、福崎町に居住する７７歳の町民に支給している祝い金１万円を廃止

するものです。

１年前となる令和７年３月議会に上程された同様の改正案は、賛成少数で否決
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となっておりますが、本町の厳しい財政事情を踏まえ、第７次行政改革大綱の

検討事項として、再度見直しの検討事項に挙がったことから、改めて上程とな

ったものです。

あわせて、７７歳節目事業として、新たに健康事業としてインフルエンザワク

チン接種の自己負担額を無料とする制度を開始するものです。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第１５号、福崎町介護保険条例の一部を改正する条例についてです。

内容は、令和７年度税制改正により、被保険者の責に帰さない事由により、保

険料が増額となる場合に、対応でき得る減免規定を追加する改正を行うもので

す。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第１６号、福崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてで

す。

内容は、福崎町国民健康保険条例第１２条により、実施している精神医療付加

金と、結核医療付加金の両制度を令和９年３月診療分で廃止するものです。

廃止事由は、本制度は、全国的にもそれぞれ２００程度の自治体での実施とな

っていることに併せ、国民健康保険の兵庫県全体での統合を控え、各市町間の

負担と給付の公平性、及び被保険者・保険者・制度間の公平性を図る必要から

廃止とするものです。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第１７号、福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例についてです。

内容は、現在進行している農業集落排水の６施設の公共下水道への統合に際し、

公共下水道事業の計画排水人口を、令和２７年度人口推計値である１万７，５

７２人に変更するものです。

委員から、昼間人口が夜間人口を上回る点を考慮する必要性について質疑があ

り、「国の指針により、昼間人口を考慮しません」との答弁がございました。

次、議案第２１号、令和７年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号）についてです。

内容は、月別の実績値、また見込み値による歳入・歳出の補正です。

最も金額が大きいものは、国保システム標準化業務が遅れていることによる１，

１７３万円全額の減額に係るものです。

委員から、特別調整交付金の交付基準の説明要望があり、資料の提出をもって

説明に代えることとなりました。

次、議案第２２号、令和７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第２号）についてです。

内容は、保険料の実績見込みによる補正です。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第２３号、令和７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

についてです。

内容は、要支援、要介護の増加による介護サービス利用増による給付費増によ

る補正です。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第２４号、令和７年度福崎町水道事業会計補正予算（第２号）につい

てです。

内容は、令和８年度に予定していた三ノ宮配水池送配水管更新工事（第４工区）
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について、国から国庫補助金の内示を受けたことから、令和７年度に前倒しし

て予算計上とするものです。

資本的支出においては、建設改良費１億７，０００万円を計上し、資本的歳入

では国庫補助金３，０００万円余、企業債を２，３００万円余、繰り出し基準

に基づき、一般会計から２，３００万円余の出資金を受け入れます。

関連して、収益的収入においては、消費税還付金が１，２６０万円余の増とな

ります。

工事実施は、令和８年度とし、次年度へ繰り越すとのことです。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第２５号、令和７年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第３号）

についてです。

内容は、予定していた企業債６，６００万円の借入れを行わなかったことによ

るものです。

当初、七種川水管橋更新工事では、国庫補助金の採択が不明であったことから

企業債を計上していたが、令和６年度末の国の補正予算で措置されたものの、

令和７年度内の執行のための時間的制約から、令和７年度内の事業執行ができ

なくなった。

このことから当該工事を令和８年度当初予算に計上するために、令和７年度予

算の企業債６，６００万円を減額するものです。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第２６号、令和７年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につ

いてです。

内容は、資産の除却が想定以上となったことに伴い、一般会計からの補助金、

長期前受金戻入の増額、及び金利上昇局面にあることから、企業債借入利率の

限度を３％以内から４％以内へと変更するなどの補正です。

本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第３４号、福崎町道路線の廃止及び認定についてです。

内容は、町道１０６号線の路線を西方に延長し、終点が変更となるため、一旦

廃止し、新たに認定するものです。

過去に複数回の交通事故が発生している交差点が１０６号線でございますが、

その交差点が対象町道の起点であったが、起点を交差点の西側に延長し、延長

部分を新たに町道認定とすることにより、公安委員会に一旦停止に係る交差点

交通安全対策の要望を行いやすくなるとのことであります。

委員から「町道３級として新たに西方に延長された区間にある橋梁の取扱いに

ついて、どうなるのか」との問いがあり、「当該橋梁は２級町道の取扱いとな

って、地元負担はない」との答弁がございました。

以上１４件について、審査の結果、第６号議案、第１２号議案、第１３号議案、

第１５号議案、第１７号議案、第２１号議案、第２２号議案、２３号議案、２

４号議案、２５号議案、２６号議案、及び３４号議案は全員賛成で、また、第

１４号議案及び第１６号議案は賛成多数で、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。

以上で、民生まちづくり常任委員会からの報告を終わります。

議 長 民生まちづくり常任委員長からの報告が終わりました。

委員長に対する質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、民生まちづくり常任委員長報告に対する質疑を終結します。
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日程第３ 開会中の所管事務調査報告

議 長 日程第３は、開会中の所管事務調査報告であります。

委員会の活動について、委員長に報告を求めます。

民生まちづくり常任委員会、三輪委員長。

三輪民生まちづくり 民生まちづくり常任委員会から議会開会中の所管事務調査について報告いた

し

常 任 委 員 長 ます。

特筆すべき部分を述べさせていただき、委員会報告とさせていただきます。

３月度の委員会は３月１３日に開催しました。

住民生活課からの公害防止協定に基づく協議は２件で、委員会ではそれぞれ了

承することといたしました。

１件目は、福伸電機株式会社福崎工場の空気圧縮機導入工事及び印字ライン移

設工事です。

２件目は、福伸電機株式会社西治工場の循環加温ヒートポンプ設置工事です。

次に、住民生活課からくれさか環境事務組合解散に係る協議について経過報告

がございました。

何点かございますが、１つ目、組合の解散は、令和９年度末の令和１０年３月

末とし、同年度の決算においては、可能な限り剰余金が生じないよう対応する。

次、施設の解体撤去は、当町の財政状況から最短で令和１７年度を目標とする。

次、組合解散日以降の最終処分場は使用しない。

次、施設解体までの７年間に限り、姫路市がごみの中継地として使用する。

次、姫路市がごみの積替え運搬にパッカー車を使用したいことからも、財産分

与について整理する必要があること。

次、組合が保有している財政調整基金は、合意した姫路市との按分率により、

令和１０年度に当町、姫路市にそれぞれ配分されること。

最後に、返金された財政調整基金は、解体撤去の基金として積み立てるであり

ます。

次、まちづくり課から４つの事項について報告がございました。

１件目です。不法占有の訴えについてです。

３月１０日からの福崎町及び福崎財産区の土地を占有している車両等の撤去に

ついて、執行官、弁護士、警察等の立会いの下、執行官が同席した被告Ａに対

して強制撤去に係る説明を行ったこと、車両の撤去は１１日までに終えたが、

プレハブ、コンテナの撤去完了は３月１６日を見込んでいるとのことです。要

した費用は被告Ａに請求する予定とのことです。

２件目です。１件目の不法占有の訴えに係る被告Ａが原告となって本町を被告

として提訴したものです。

原告となったＡの主張は、１件目の不法占有の訴えが違法性を有するものとし

ており、同土地の地中に産業廃棄物が存在しているにもかかわらず、原告とな

ったＡの自動車のみを対象として行政代執行を行うことは、行政の平等原則に

反し、裁量権の逸脱・濫用に該当するとしているものです。

委員から提訴されたことに係る今後の見込みについての質疑があり、「地中の

産業廃棄物は県の担当であろうこと。次、反訴等を含めて弁護士と協議を進め

ていること。次、本町が提訴する場合は、議会の議決が必要である」との３つ

の答弁がございました。
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３件目です。中播消防署本署建替事業造成工事の工程についてです。

地中において、径が大きい石が存在し、その石でも対応可能なエースモール工

法という方法に変更するが、必要な機材の手配に時間を要していることから、

建屋建設工事着手が２か月程度遅延し、令和９年の夏頃完成予定も遅れが見込

まれるとのことです。

最後４件目です。県道甘地福崎線に係る協定履行請求調停申立てについてです。

Ｂ社との協定を令和７年１２月１７日に解除し、減免した固定資産税の返還に

ついて、３月２日に計４５７万円余の返還があったとのことです。

以上で、議会開会中の所管事務調査報告を終わります。

議 長 次、議会運営委員会、前川委員長。

前川議会運営 議会運営委員会における開会中の所管事務調査報告を行います。

委 員 長 委員会は３月１８日水曜日に開催し、第５２４回３月定例会の追加議案につ

いて、また、行政改革調査特別委員会の廃止について協議を行いました。

第５２４回３月定例会の追加議案に関しては、本日、本会議５日目に上程し、

委員会付託を省略し、本会議即決することと確認いたしました。

行政改革調査特別委員会の廃止については、本日、本会議５日目において、委

員長報告にて廃止の旨の報告の後、提案説明及び委員会付託を省略し、本会議

で即決することを確認いたしました。

以上、議会運営委員会の開会中の所管事務調査報告といたします。

議 長 次、行政改革調査特別委員会、𠮷高委員長。

𠮷高行政改革 行政改革調査特別委員会の報告をいたします。

調査特別委員長 委員会は、去る３月１１日に開催し、行政改革調査特別委員会の廃止につい

て協議いたしました。

当委員会は令和７年６月の定例会において、行政改革に住民の意思を反映する

議会として積極的に関与し、立案の段階から行政に意見、提案等をしていくこ

とを目的に設置されました。以降、委員会４回、部会３回の会議を開催いたし

ました。

まず、第６次行政改革の最終年度であり、実施計画４２テーマについて、詳細

な議論や調査を行うため、総務文教部会・民生まちづくり部会を設置し、現状

把握、問題点、課題の掘り起こしをして、今後に向けての提言を行いました。

次に、第７次行政改革の立案において、財政の立て直しという視点から、各種

の方針や５年間の実施計画の立案段階から、行政に対して意見や提言等を積極

的に行い、一応目的は達成されました。そこで、委員会としては、当委員会の

廃止を決定いたしました。

これまでの皆様のご精励とご協力を心より感謝いたします。

以上で、行政改革調査特別委員会からの報告を終わります。

議 長 以上で、開会中の所管事務調査の報告を終わります。

会議の途中ですが、しばらく休憩いたします。

会議の再開を１０時４５分といたします。

◇

休憩 午前１０時２９分

再開 午前１０時４５分

◇

日程第４ 討論・採決
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議 長 日程第４は討論・採決であります。

それでは、議案第６号、福崎町もちむぎのやかたの指定管理者の指定について、

討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第６号については、原案のとおり可決することに決定いたしまし

た。

次、議案第７号、福崎町議会議員及び福崎町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第７号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案の

とおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第７号については、原案のとおり可決することに決定いたしまし

た。

次、議案第８号、福崎町職員定数条例の一部を改正する条例について、討論を

行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第８号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案の

とおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第８号については、原案のとおり可決することに決定いたしまし

た。

次、議案第９号、福崎町公営企業管理者の廃止に伴う関係条例の整備に関する

条例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。
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議案第９号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案の

とおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第９号については、原案のとおり可決することに決定いたしまし

た。

次、議案第１０号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例について、討論を行います。

討論はありませんか。

１ ２ 番 議案第１０号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例に対して、修正動議を提出いたします。

議 長 暫時休憩いたします。

◇

休憩 午前１０時４８分

再開 午前１０時４９分

◇

議 長 会議を再開いたします。

この際、お諮りいたします。

先ほど議案第１０号に対し、城谷議員ほか３名から修正動議が提出されました。

この修正動議は、２人以上の発議者からの提出でありますので、会議規則第１

７条の規定により成立いたしました。

提出のあった修正動議は、本日の日程に追加し、直ちに議題とすることにご異

議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、この動議は本日の日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

それでは、修正動議について、提出者に説明を求めます。

１ ２ 番 議案第１０号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例に対する修正に関する説明をさせていただきます。

令和７年度の附則改正時においては、同案に賛成をいたしました。その際、給

与は減額せずともその給与に見合うだけの成果を出してほしいと要望をいたしま

したが、令和８年度も同様に減額案が提出されたことは、前回の経緯を無視した

ものと言わざるを得ず、非常に残念でなりません。令和８年度は行政改革の初年

度にあたり、一般職員の地域手当も２％カットされる。行政改革を推進する経営

者としての責任を果たすという点については理解をいたします。

町長及び副町長の令和８年度の給与減額については反対はいたしませんが、し

かしながら教育長については就任初年度という節目にあたるため、給与を満額支

給した上で、その金額にふさわしい役割を果たすことを期待するとともに、新し

く教育長に就任される方には子どもたちのために精いっぱいご尽力をいただきた

いと考えます。

単なる身を切る改革の誇示に終わることなく、実効性のある実のなる改革を強

く求めて、修正動議の説明とさせていただきます。

議 長 修正動議の提出者の説明が終わりました。

これより修正動議に対する質疑に入ります。

修正動議について質疑はありませんか。
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（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、修正動議に対する質疑を終結いたします。

次に、討論に入ります。

最初に、議案第１０号に対する修正動議について討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これから採決を行います。

議案第１０号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例に対する修正動議について、賛成の方は起立願います。

（起立少数）

議 長 起立少数であります。

よって、議案第１０号に対する修正動議は否決されました。

次に、原案、議案第１０号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１０号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１０号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１１号、福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１１号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１２号、福崎町環境保全基金条例を廃止する条例について、討論を

行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１２号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、
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原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１２号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１３号、福崎町消防団条例の一部を改正する条例について、討論を

行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１３号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１４号、福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例について、

討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第１４号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１５号、福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について、討論

を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１５号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１５号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１６号、福崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、
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討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１６号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第１６号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１７号、福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１７号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１７号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１８号、福崎町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め

る条例の制定について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１８号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１８号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第１９号、福崎町立認定こども園設置条例の一部を改正する条例につ

いて、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１９号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。
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委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第１９号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２０号、令和７年度福崎町一般会計補正予算（第７号）について、

討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２０号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第２０号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２１号、令和７年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号）について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２１号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第２１号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２２号、令和７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第２号）について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２２号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第２２号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２３号、令和７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について、討論を行います。
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討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２３号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第２３号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２４号、令和７年度福崎町水道事業会計補正予算（第２号）につい

て、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２４号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第２４号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２５号、令和７年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第３号）

について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２５号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第２５号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２６号、令和７年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につ

いて、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２６号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。
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（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第２６号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２７号、令和８年度福崎町一般会計予算について、討論を行います。

討論はありませんか。

（手が上がる）

７ 番 議案第２７号、一般会計予算に反対の立場から討論をさせていただきます。

諸物価の高騰の中で、実質収入の低下が進んでおります。このような中、政府

は国民の命に直結する医療制度の改悪を進めております。子育て支援も財源とし

て、国民健康保険料（税）に新たな負担が上乗せになります。目的外の負担増と

して批判が広がっております。軍事費の大幅拡大、大企業優遇税制などの見直し

こそ必要であります。

このような中で提案された本予算案は、行政改革の本格的実施として位置づけ、

町単独の福祉施策や文化に関わる事業の廃止や縮小が進められております。さら

に、使用料・手数料の全面的見直しも表明をされております。町内では喜寿祝い

の廃止、文珠荘の風呂休止等に批判の声が多く聞こえてまいります。公害防止協

定廃止要望に対する町長答弁の姿勢は、生活環境をどう考えているのかと疑問に

もなります。

福崎町制７０周年の今年、永年にわたり積み上げられてきた生活と環境を守る

福崎町独自の施策展開への先人の努力を思うとき、それを崩壊させる方向に踏み

出したのではないかとの危惧を大きくするものであります。町長の姿がルビコン

川の向こうに行ってしまったのではないかという感すらしておるのであります。

冒頭に述べた内外情勢の中でこそ、地方自治の精神を発揮して、福崎町民が安心

して生活できる町政に立ち返ることを強く求めて討論といたします。

議 長 次に、原案に賛成の討論はありますか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ほかに討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 これで討論を終わります。

これより採決を行います。

議案第２７号について、本案に対する予算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第２７号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２８号、令和８年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について、

討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２８号について、本案に対する予算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。
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委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第２８号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第２９号、令和８年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算につい

て、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２９号について、本案に対する予算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第２９号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第３０号、令和８年度福崎町介護保険事業特別会計予算について、討

論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３０号について、本案に対する予算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第３０号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第３１号、令和８年度福崎町水道事業会計予算について、討論を行い

ます。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３１号について、本案に対する予算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第３１号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第３２号、令和８年度福崎町工業用水道事業会計予算について、討論

を行います。
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討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３２号について、本案に対する予算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第３２号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第３３号、令和８年度福崎町下水道事業会計予算について、討論を行

います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３３号について、本案に対する予算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第３３号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第３４号、福崎町道路線の廃止及び認定について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３４号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第３４号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

追加日程 追加議案の上程、討論・採決

議 長 この際、お諮りいたします。議事日程の追加でございます。

３月１８日、議会運営委員会を開催し、追加議案の上程について検討をお願い

し、了承を得たところですが、議案第３５号、教育長の任命について及び行政改

革調査特別委員会の廃止についてを日程に追加し、直ちに議題としたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。
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よって、議案第３５号、教育長の任命について及び行政改革調査特別委員会の

廃止についてを日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

議案第３５号、教育長の任命について、町長に説明を求めます。

町 長 先ほどは当初に提案いたしました議案につきまして全て可決していただきまし

てありがとうございました。

さて、今回追加で提案させていただきますのは、議案第３５号、教育長の任命

についてであります。

議案第３５号は、現教育長の髙橋渉氏が、令和８年３月３１日をもって退職さ

れることから、その後任として、千家利久氏を教育長に任命したいので、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき議会の同意

をお願いするものです。

千家氏の住所は、福崎町西田原１７８７番地３、昭和３８年６月７日生まれで

現在６２歳です。

なお、新教育長の任期は、前任者の残任期間である令和８年４月１日から令和

９年３月３１日までです。

議案説明資料をご覧ください。千家利久氏の経歴を紹介させていただきます。

最終学歴は昭和６１年３月に兵庫教育大学学校教育学部を卒業され、昭和６１

年４月に市川町立甘地小学校教諭を振出しとして、小学校教育に２５年間、心

身ともに健全な児童の育成に尽力され、うち、７年間は、校長として、学校経

営の充実・発展に取り組んでこられました。

また、ベルギーの日本人学校をはじめ、兵庫県教育委員会事務局、播磨西教育

事務所及び播磨東教育事務所での主任指導主事、兵庫県立こどもの館では指導

課長としてお勤めで、教育に関し豊かな識見と情熱をお持ちの方です。

令和７年４月からは、教育委員会で学校教育指導員として、豊富な経験と知識

を生かし、福崎町の学校教育の推進に指導助言をいただいております。

千家氏は、誠実で人望も厚く、教育の専門家としての知識を備えており、教育

長として、福崎町教育のさらなる充実・発展に取り組んでいただけるものと確

信しております。

審議の参考にしていただくため、千家氏の「私の抱負」をお示ししております

ので、ご参照していただき、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。

議 長 ただいま町長からの説明が終わりました。

これから議案に対する質疑に入ります。

議案第３５号、教育長の任命について、質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、本案に対する質疑を終結いたします。

この際、お諮りいたします。

議案第３５号、教育長の任命については、会議規則第３９条第３項の規定によ

り、委員会付託を省略し、本会議においてただいまから即決したいと思いますが、

ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第３５号については、本会議において即決することに決定いたし

ました。

それでは、討論・採決を行います。

議案第３５号、教育長の任命について、討論を行います。
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討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３５号について、原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願いま

す。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第３５号については、原案のとおり同意することに決定いたしま

した。

追加日程 行政改革調査特別委員会の廃止について

議 長 次に、行政改革調査特別委員会の廃止についてであります。

先ほど開会中の所管事務調査報告について、行政改革調査特別委員長から、同

委員会は所期の目的を達したため、本定例会をもって廃することを決定した旨の

報告がありました。このことについて、会議規則第３９条第３項の規定により、

提案説明及び委員会付託を省略し、本会議においてただいまから即決したいと思

いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、行政改革調査特別委員会の廃止については、本会議において即決する

ことに決定いたしました。

お諮りします。

委員長報告のとおり、行政改革調査特別委員会を廃止することにご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、行政改革調査特別委員会は廃止することに決定いたしました。

日程第５ 閉会中の継続調査申出

議 長 次の日程は、閉会中の継続調査申出であります。

各委員長からそれぞれの継続調査申出書が議長宛てに提出されております。そ

れぞれ申出のとおり許可することに決定してご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、閉会中の継続調査申出については、それぞれ申出のとおり許可するこ

とに決定いたしました。

以上で、第５２４回福崎町議会定例会の日程は全て終了いたしました。

本定例会を閉会することとしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、第５２４回福崎町議会定例会を閉会することに決定いたしました。

閉会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

本定例会は、３月３日に招集され、本日までの２３日間にわたり本会議及び委
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員会と連日ご精励を賜り、誠にありがとうございました。

本定例会に提出されました全ての案件について、慎重審議の上、それぞれ適正

妥当なる結論づけをいただきました。また、議事の運営につきましても格段のご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

この間、理事者の皆様には資料の作成をはじめ、議会の審議における協力に対

し敬意を表しますとともに、本会議及び委員会において議員各位から述べられま

した意見、要望事項につきましては特に考慮され、執行の上に十分反映されます

よう、強く要望いたす次第であります。

閉会にあたりまして、尾﨑町長からご挨拶をいただきたいと思います。

町 長 第５２４回福崎町議会定例会の閉会にあたりまして、一言お礼を申し上げます。

本定例会は３月３日に招集され、本日までの２３日間という会期でありました。

今議会では、行政改革に関する一般質問が多くありました。令和８年度を初年度

とする第７次行政改革大綱実施計画は、議会の皆さんと共同で作成した重要な計

画であります。この計画を着実に実行し、持続可能な行財政運営の実現を必ずや

り遂げてまいります。

今議会においては、各会計の当初予算をはじめ、条例の一部改正など重要な議

案を数多く提案させていただきました。十分なご審議の上で提案いたしました議

案全てにご賛同いただきましたことを大変うれしく思っております。議案審議の

中でいただきましたご意見は、今後の行政執行の中で参考にさせていただきます。

ありがとうございました。

また、今議会では、任期途中で髙橋渉教育長が退職されるという中で、千家利

久氏を承認していただきました。髙橋教育長には、６年にわたって福崎町の教育

行政の推進にご尽力をいただきましたことに、心から感謝を申し上げます。あり

がとうございました。

４月からは、公営企業管理者制度を廃止するなど、新しい執行体制が始まりま

すが、職員一丸となって町行政を前に進めてまいりますので、よろしくお願いい

たします。

桜のつぼみが綻びかけていますが、まだまだ気温の寒暖差も大きいこの頃です。

議員の皆様におかれましては、健康には十分注意をされ、公私にわたってご活躍

されますことを祈念申し上げまして挨拶とさせていただきます。ありがとうござ

いました。

議 長 それでは、以上をもちまして閉会といたします。お疲れさまでした。

閉会 午前１１時２９分
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